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長野県飯綱町の公共交通システムに関する調査報告












































































































高岡・飯綱線 18 12 50 26,686 22,422 22,236 3.6
奈良本線 16(17) 10 37 15,910 13,361 13,257 2.4
溝口線 15(16) ６ 20 5,282 4,426 4,393 0.9
国道線 10 ６ 49 4,732 4,000 3,876 1.1











自治体 年間負担額(千円) 人口(人) 自治体の面積(km2)
住民一人当たり
負担額(円)
中野市 22,071 46,788 77.32 472





項目 H12年度 H13年度 H14年度 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度
利用者数(人) 70,984 94,776 64,648 58,816 52,610 44,209 43,762
欠損金(千円) 34,040 38,395 39,329 43,585 42,761 42,756 43,127
負担率 80% 85% 90% 95% 95% 95% 95%
長電バスへの町委
託金(千円) 27,232 32,635 35,396 41,405 40,622 40,618 40,970
町民一人当たりの


























路線 高岡・飯綱線 吉村・牟礼線 奈良本線 町内合計
夏季 60% 45% 36% 51%
















































































































































































































牟礼西 長電バス 14人 ワゴン車
牟礼東 長電バス 14人 ワゴン車
三水東 長電バス 14人 ワゴン車






牟礼西 地元タクシー会社 ８人 ワゴン車

















































項目 登録者 全世帯（人口） 登録率
登録世帯数 2,566 4,123 62.2%




























































項目 単価 数量 金額
デマンドバスの受付システム 10,087,560 １ 10,087,560
定時定路線用小型バス 16,590,000 ２ 33,180,000











運行期間 H21.10～H22.9 H20.10～H21.9 H19.10～H20.9 H18.10～H19.9 H17.10～H18.9 H16.10～H17.9
運行月数 12 12 12 12 12 12
定時定路線運行経費 28,033,700 27,759,600 27,471,800 47,924,000 49,910,000 50,492,000
デマンド交通運行経費
(含むナイトワゴン) 15,870,300 15,333,300 14,942,600 ――― ――― ―――
運行経費合計① 43,904,000 43,092,900 42,414,400 47,924,000 49,910,000 50,492,000
運賃収入等② 8,773,752 8,511,115 7,960,752 5,879,000 6,776,000 7,673,000
欠損額=①-② 35,130,248 34,581,785 34,453,648 42,045,000 43,134,000 42,756,000
町支出割合 100% 100% 100% 95% 95% 95%
交通事業者への
補助金額③ 35,130,248 34,581,785 34,453,648 39,943,000 40,977,000 40,618,000
システム保守管理費




人件費⑤ 2,548,010 2,498,355 2,729,614 ――― ――― ―――
通信費⑥ 72,973 61,379 59,603 ――― ――― ―――
町公共交通支出額⑦
=③+④+⑤+⑥ 37,929,731 37,320,019 37,410,865 39,943,000 40,977,000 40,618,000
１カ月当たり
運行運賃収入=②÷12 731,146 709,260 663,396 489,917 564,667 639,417
１カ月当たり町公共








































飯綱温泉線 1,534 21 ８ 168 73.0 9.1
地蔵久保線 626 21 ６ 126 29.8 5.0
東柏原線 684 21 ６ 126 32.6 5.4
奈良本線 225 22 ６ 132 10.2 1.7
堀越線 192 22 ６ 132 8.7 1.5












平日 121 18 6.7 ６
休日 16 12 1.3 ６
奈良本線
平日 27 16 1.7 ９
休日 ３ 10 0.3 ７
溝口線
平日 14 15 0.9 ６
休日 ４ ６ 0.7 ３
国道線
平日 14 10 1.4 ２
休日 ４ ６ 0.7 ４





















利用者数１便 ２便 ３便 １便 ２便 ３便 ４便
平成19年 11.52 6.23 2.13 4.16  9.50 6.34 5.79 0.94 2,889 62 46.60
平成20年 13.93 7.41 2.51 4.47 12.12 7.59 6.55 2.82 14,062 245 57.40
平成21年 14.95 7.64 2.23 4.58 13.25 8.50 6.11 2.30 14,472 243 59.56
平成22年 17.18 7.46 2.11 4.74 14.56 8.30 5.63 1.56 15,075 245 61.53

















利用者数１便 ２便 ３便 １便 ２便 ３便 ４便
１ 16.17 7.78 2.58 4.32 13.83 9.22 5.66 2.26 4,698 76 61.82
２ 17.05 9.27 2.55 4.79 14.77 9.71 8.00 2.22 5,264 77 68.36
３ 16.59 8.99 2.99 5.15 14.38 9.59 6.45 1.95 5,617 85 66.08
４ 15.36 6.92 2.25 4.75 13.52 9.01 7.83 1.93 5,110 83 61.57
５ 13.91 6.79 2.16 4.77 12.55 6.69 6.35 2.12 4,150 75 55.33
６ 13.84 6.52 1.99 4.61 11.59 7.46 4.01 2.16 4,539 87 52.17
７ 15.38 6.99 1.87 4.81 13.40 7.29 5.25 2.13 4,855 85 57.12
８ 14.69 7.01 1.66 4.47 12.95 6.77 4.32 1.69 4,660 87 53.56
９ 15.41 7.25 1.58 4.75 14.08 7.33 4.61 2.04 4,506 79 43.82
10 15.06 6.36 1.84 4.54 13.52 6.69 5.16 2.10 4,587 83 53.12
11 15.55 7.23 1.64 4.23 14.06 7.36 5.61 2.44 4,476 77 55.71
12 16.40 9.30 2.39 4.32 14.57 9.62 8.68 2.25 5,673 84 63.74
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　新しい公共交通システムの導入によって、定時定路線バスの運行を朝夕に絞ったため、１便
当たりの平均利用者数を増やすことができた。また昼間も３往復半のデマンドバスを町の中心
部との間で運行し、利便性を確保できたため、１日平均60人程度（平成23年度）の利用者が確
保された。その結果、定時定路線バスの１日の平均利用者数154.4人とデマンド交通バスの合計
は約215人となり、かつてのバス利用者数を大幅に上回ることとなった。これは利用者にとっ
て便利な交通システムが誕生したことを示す数字であろう。朝夕は通学通勤のための利用者、
昼間は高齢者の通院と買い物と目的を絞って公共交通システムを構築したのが利用者の増加に
つながったのであろう。町からの出費を抑えることができた上に、利用者数も増加した。
６．２　利用者調査の結果
　平成19年10月にｉ(アイ)バスの運行が開始された直後にデマンドバスの利用者調査を行った。
その結果を示しながら、住民の満足度を検討する。アンケートは100人に対して行った。回答
者の平均年齢は77.8歳と高齢であった。女性が88％を占めた。
利用目的であるが、第１位は56％の「通院」、第２位は22%の「買い物」、第３位は14%の
「役場等」、第４位が６%の「その他」、第５位が２%の「知人宅」であった。当初予想して
いた通り、高齢者が主として通院と買い物で利用していることが裏付けられた。
　予約方法については、第１位が51%の「簡単」、第２位が34%の「おおむね簡単」であった。
自分あるいは家族が電話をかける方式しかなかったので、第３位に８%で「やや難しい」と第
４位に５%で「その他」、第５位に２%で「難しい」が入った。「簡単」及び「おおむね簡
単」で全体の85%となることから、予約方法としては適切であると考えられる。
　料金については、第１位は49％の「おおむね妥当」、第２位は24%の「安い」、第３位は
17%の「やや高い」、第４位が8%の「高い」、第５位が２%の「その他」であった。タクシー
に比べれば安いため、「おおむね妥当」と「安い」で全体の73%となったと考えられる。
　以前の公共交通システムとの比較した結果、第１位は43％の「便利」、第２位は21%の「や
や便利」、第３位は21%の「やや不便」、第４位が13%の「変わらない」、第５位が２%の
「不便」であった。「便利」及び「やや便利」で全体の64%となることから、一定の便利さを
提供できていると考えられる。
　今後の利用については、第１位は92％の「使う」、第２位は６%の「分からない」、第３位
は２%の「使わない」であった。多くの利用者から一定の支持を得ていると考えられる。
　利用者に対するアンケートは平成19年10月以降、上記のアンケートしか行っていない。平成
24年度中に国道線（路線バス）の運行について再検討されるので、その際に公共交通システム
全体として調査をする予定となっている。
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６．３　利用者数増加施策
　長電バスが発行する回数券をｉ(アイ)バスにも利用できるようにしている。ナイトワゴンを
含むデマンドバスと定時定路線バスに利用可能である。また飯綱町ではエリア定期券を発行し、
町内の全ての定時定路線バスとナイトワゴンに乗車できるようにしている。中高生に限り、昼
間のデマンドバスにも乗車できる。さらに遠距離通学者への支援として、町の中心部から
４km以上離れた地域に居住する中高生が定期券を購入する際に代金の半額を町が補助してい
る。こうした施策を通じて利用者拡大を目指している。
７．結論
　本稿では、平成23年11月と平成24年２月に視察した長野県飯綱町の公共交通システムを紹介
するとともに、同町のデマンドバスの運行システムが通信機能を有さないにもかかわらず十分
に機能している理由を説明した。
　同町では、定時定路線バスだけを運行する公共交通システムから、朝夕に従来の定時定路線
バスを運行し、昼間にデマンドバスを運行する公共交通システムへ変更した。最初にデマンド
バスを導入した旧小高町では１日中、デマンドバスだけを運行したので、飯綱町の新しい公共
交通システムは旧小高町と大きく異なる。この公共交通システムの導入によって、町からの支
出を抑えることができた上に、利用者にとって便利な公共交通システムが誕生し、利用者数が
増加した。朝夕は通学通勤のための利用者、昼間は高齢者の通院と買い物と目的を絞って公共
交通システムを構築したのが利用者の増加につながったのであろう。
　飯綱町のデマンドバスの最大の特徴は通信機能を有しない運行システムを利用していること
である。町の地形がすり鉢型であることや中心部が１つしかないこと、中心部と周辺部との往
復に90分を割り当てていること、デマンドバスの車庫と予約受付センターが近い場所にあるこ
と（長電バスの場合は同一建物内）などから、通信機能がなくてもデマンドバスを十分に運行
させることが可能であった。
　交通事情はどの市町村でも厳しく、殆どの市町村で今後とも何らかの改革が必要となるであ
ろう。その際には、市町村の特性や住民の希望を生かし、できるだけ少ない費用で多くの成果
が得られるような公共交通システムの導入が求められる。その点で飯綱町のｉ(アイ)バスは一
つの良い例となるであろう。
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図1：飯綱町の地図(飯綱町HPより)
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図２：定時定路線バス用の大型バス
図３：デマンドバス用のワゴン車
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図４：予約受付センターの正面
図５：予約受付センター内部
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図６：デマンドバス内部のナビゲーションシステム
